
Ｑ１
　キャリアパス要件等届出書を提出する場合に必要となる添付書類は、要件(Ⅱ)に
該当する場合のみ「資質向上のための計画書」を添付すればいいのでしょうか。

Ａ１
　平成２２年３月３０日に一部改正のありました福祉・介護人材の処遇改善事業事
務処理要領には、キャリアパス要件等届出書の提出に当たり必要となる添付書類を
記載していませんが、該当する要件の確認、また、事業者承認申請との関連性から
考えた場合について、以下の添付書類が必要となります。

（１）事業者承認を法人単位で受けている場合
　　　事業者承認申請に添付した別紙様式２（添付書類１）の
　　　○福祉・介護職員処遇改善計画書（都道府県内事業所等一覧表）の写し

　

（２）要件(Ⅰ)に該当し、厚生労働省Ｑ＆Ａ（vol.2）の問３に該当する場合
　　　○就業規則等の明確な根拠規定を整備した書面

（３）要件(Ⅱ)に該当し、厚生労働省Ｑ＆Ａ（vol.2）の問１に該当する場合
　　　○資質向上のための計画を定めることとした場合の当該計画書

Ｑ２
　キャリアパス要件等届出書の提出期日となっている平成２２年９月３０日までに
キャリアパス要件、定量的要件を満たしていないので減算となるのですが、例え
ば、平成２２年１１月に要件を満たした場合はどのようになるのでしょうか。

Ａ２
　当初の届出期日（平成２２年９月３０日）以降に要件を満たした場合は、届出を
した月の翌月の障害福祉サービス分から減算されないこととなります。

（参考）

　厚生労働省事務処理要領５「助成額の根拠となる障害福祉サービス提供月の前月
末日までに提出」

　厚生労働省Ｑ＆Ａ（vol.2）問４「届出期限を過ぎてから、キャリアパス要件等
を満たす旨の届出を行った場合、当該届出日の翌月以降の障害福祉サービスに関す
る助成金の額に届出内容が反映される。」

　(例)「助成額の根拠となる障害福祉サービス提供月」を平成２２年１２月と仮
　　　定した場合、「前月末日までに提出」は、平成２２年１１月３０日までに
　　　提出することとなり、平成２２年１２月サービス提供分から減算されませ
　　　ん。

【例】 Ｈ２２．８ Ｈ２２．９ Ｈ２２．１０ Ｈ２２．１１ Ｈ２２．１２ Ｈ２２．１

サービス提供月

末日までに届出
　　　　　　　提出

要件を満たした

各サービス提供月分
の処遇改善交付金

８月分
減算なし

９月分
減算なし

１０月分１０月分１０月分１０月分
減算あり減算あり減算あり減算あり

１１月分１１月分１１月分１１月分
減算あり減算あり減算あり減算あり

１２月分
減算なし

１月分
減算なし

※交付金の支払いは、各サービス提供月の翌々月です。

キャリアパス要件
・

定量的要件

当初の届出期日は　９月３０日

要件を満たしていない要件を満たしていない要件を満たしていない要件を満たしていない
要件を満たしている
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Ｑ３
　平成２２年度の事業者承認申請について、Ａ事業所とＢ事業所の処遇改善計画を
法人一括で申請し事業者承認を受けました。
　この場合、キャリアパス要件と定量的要件は、Ａ事業所とＢ事業所の両方でそれ
ぞれの要件を満たす必要があるのでしょうか。

Ａ３
　キャリアパス要件は、(Ⅰ)または(Ⅱ)のどちらかに該当すればよいのですが、
(Ⅰ)・(Ⅱ)それぞれの内容は、Ａ事業所、Ｂ事業所の両事業所に共通するものと
なっていますので、両事業所で要件を満たす必要があります。

　定量的要件については、例えば“職場環境”のうち“介護補助器具等の購入、整
備等”を行う計画とした場合、Ａ事業所では介護補助器具等を購入、整備する必要
性がなく、Ｂ事業所で必要となる介護補助器具を購入する場合も考えられますの
で、『Ｂ事業所で必要となる介護補助器具を購入する』ことについて定量的要件を
満たしていればよいこととなります。

　※ ただし、Ａ事業所及びＢ事業所の「すべての福祉・介護職員に周知」する
　　ことは必要です。

　なお、“処遇全般”の“休暇制度、労働時間等の改善”など、Ａ事業所、Ｂ事業
所の両方に関係する事項の場合については、それぞれで要件を満たす必要がありま
す。

Ｑ４
　平成２２年度の事業者承認申請について、Ａ事業所とＢ事業所の処遇改善計画を
法人一括で申請し事業者承認を受けました。その後、平成２２年７月１日にＣ事業
所の指定を受けたので、厚生労働省事務処理要領１２の二に基づき変更の届出を行
いました。
　この場合、キャリアパス要件等届出について、Ｃ事業所の取り扱いはどの様にな
るのでしょうか。

Ａ４
　法人一括で事業者承認を受けている場合の、キャリアパス要件、定量的要件につ
いてはＱ３のとおりなので、Ｃ事業所においてもキャリアパス要件を満たす必要が
あります。

　定量的要件については、Ｑ３のように、Ｂ事業所で実施されていることにより要
件を満たしている場合には、キャリアパス要件等届出に係る変更手続きは必要あり
ません。

　なお、キャリアパス要件等届出に関する変更の届出については、厚生労働省事務
処理要領第１２の四に該当する場合（交付率が変動する場合又は５の一のアとイの
要件間の変更に限る。）に必要となります。
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Ｑ５
　キャリアパス要件又は定量的要件を満たさない場合について、実際の交付率の計
算例を教えてください。

Ａ５
　交付金の額は、厚生労働省事務処理要領 別紙１の「サービス毎に定める交付
率」の表により、報酬の総額にサービスの区分及びキャリアパス要件等の適合状況
に応じた交付率を乗じて得た額になります。

Ｑ６
　賃金改善以外の処遇改善として、事務処理の迅速化、省力化を図るため、平成２
１年４月にパソコンを購入し、システムを導入しました。
　この場合は、定量的要件に該当するのでしょうか。
　また、キャリアパス要件については、平成１９年度以降、年度ごとに具体的な研
修計画を立てて知識・技術の向上を図っている場合は要件(Ⅱ)の①に当たるので
しょうか。

Ａ６
　まず、パソコンの購入、システムの導入については、事務処理の迅速化等を図る
目的とのことなので、定量的要件のうち、“職場環境”の“業務省力化対策”に該
当します。また、その購入（実施時期）を平成２０年１０月から平成２２年８月末
までにされているので、定量的要件を満たしています。

　次に、平成１９年度以降、年度ごとに具体的な研修計画を立てて取り組まれてい
れば、「資質向上のための計画に沿って実施」されていることになりますので、要
件(Ⅱ)の①に該当します。
　なお、キャリアパス要件(Ⅱ)は、下記の事項も満たす必要があります。
　○要件(Ⅰ)によりがたい理由をすべての福祉・介護職員に周知すること
　○福祉・介護職員の職務内容等を踏まえ、福祉・介護職員と意見を交換しなが
　　ら、資質向上のための目標及び①又は②の具体的な取り組みを定め、全ての
　　福祉・介護職員に周知していること

（※ 厚生労働省事務処理要領５参照）

（例）

サービス種別
給付費の
請求額

交付率
キャリアパス

要件
定量的
要件

交付金額 別紙１

就労継続支援Ｂ型 118,580円 ２．６％ ○ ○  1185,580円 × 2,6％ ＝ 3,0833,0833,0833,083円円円円 ①に該当

就労継続支援Ｂ型 118,580円 ２．６％ ×××× ○  1185,580円 × 2,6％ × 0.9 0.9 0.9 0.9 ＝ 2,774円2,774円2,774円2,774円 ②に該当

就労継続支援Ｂ型 118,580円 ２．６％ ×××× ××××  1185,580円 × 2,6％ × 0.8 0.8 0.8 0.8 ＝ 2,466円2,466円2,466円2,466円 ③に該当

※ 一つの事業所（事業所番号単位）で複数のサービスを提供している場合について、各サービス毎の算出となります。

※ 厚生労働省の事務処理要領では、「報酬の総額×交付率」ですが、実際の請求事務では個人ごとに計算されます。
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Ｑ７
　キャリアパス要件と定量的要件を届け出るに当たり、平成２１年３月に 任用等
の要件 及び 賃金体系 を書面で整備し、職員への周知を行った場合、キャリアパ
ス要件(Ⅰ)に該当するのでしょうか。
　また、定量的要件の“処遇全般”の“賃金体系等の人事制度の整備”にも該当す
るのでしょうか。

Ａ７
　ご質問の場合の、任用等の要件 及び 賃金体系 を書面で整備し、職員への周知
を行ったことは、キャリアパス要件(Ⅰ)に該当します。

　定量的要件については、届出書の様式中に「選択したキャリアパスに関する要件
で求められている事項と明らかに重複する事項を記載しない。」ことが示されてい
ます。

　任用等の要件 及び 賃金体系 の整備は、“処遇全般”の“賃金体系等の人事制
度の整備”と明らかに重複する事項と考えられますので、定量的要件には該当しま
せん。

　『明らかに重複する事項』であるか否かは、その内容の主たる目的がキャリアパ
ス要件、定量的要件のどちらにあるのかという観点から考えてみてください。

（例）
　　平成１８年１０月に任用規則、給与規則等を定め、職員に周知している。

　→　キャリアパス要件(Ⅰ)に該当

　　平成２１年３月に事業所の規模、職員構成（年齢・資格・経験等）、
　　経営状況を踏まえて、任用規則等の見直しを経営コンサルタント会社に
　　委託し、見直しを行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →　定量的要件に該当

　※ 任用規則等の見直しが主たる目的なので、定量的要件に該当します。
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